
 

 

 

 

 

 

 寒さが増す中、和歌山県にも「まん延防止等重点措置」が行われることとなりました。今年度も残り僅かとなりましたが、         

感染症対策を怠ることなく学校生活を送りましょう。

 ２月２日（水）５・６限、県の「読書を楽しむ習慣づくり事業」の

一環である「本って面白い！読書のスス

メ講座」がオンラインで行われました。

新宮高校・新翔高校・串本古座高校の３

校の生徒たちが帝京大学図書館共読サポーターズの皆さんと交流を行いました。本校

からは１・２学年の図書委員を中心に９名が参加。共読サポーターズの活動やお勧め

本の紹介に続いて質疑応答、意見交換を行いました。参加した生徒たちにとっては読

書の魅力を改めて実感できた貴重な時間となりました。 

 

 ２月４日（金）、高知県の室戸高校が主催してオンラインで行われたユネスコ世界ジオパ

ーク高校生国際交流会に２年生の坂本さんが参加しました。保全活動をテーマとした分科

会で、坂本さんは代表校として自身が南紀熊野ジオパーク探

偵団の活動に参加した体験をもとに研究した「ゴミが環境に

与える影響」について成果を英語で発表しました。この発表

会には全国９高校の生徒とマレーシアやチェコ共和国のジ

オパーク関係者等も参加し、持続可能な地域社会の実現のために高校生ができること

について活溌な意見交換がなされました。 

 

ユネスコ作文表彰式
２月２５日（金）新宮ユネスコ協会が主催する世界遺産に関する作文の表彰式を行いました。１月に本校で行わ

れたユネスコ講話の内容を基に１年生全員が作文に取り組みました。その中で優秀賞に選ばれた生徒たちに新宮ユ

ネスコ協会会長の中谷剛さんから表彰状と副賞が手渡されました。受賞者は以下の５名です。おめでとうございま

した。 

太田 真由（１－１）  

峯園なのか（１－３） 

田中 千遥（１－４）  

上地 白竜（１－５）  

栗林 心音（１－５）  
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